
小須戸音頭甚句保存会 歌謡ほほえ美会

第2･4月曜日 午後、第2･4水曜日 夜間
鈴木さん　３８－３１５５

カラオケ歌唱を

通じて

交流を図ります

小須戸写真クラブ

ワクワクする写真を

撮る“コツ”を

学び合いませんか？

第１火曜日　夜間
風間さん　３８－２８１５

パレットこすど

第１・３金曜日　午後
目黒さん　３８－３７４５

水彩画の学習を通じ教養を

高めます

第１～第４火曜日　午前
白井さん　３８－５３１８

第２・４月曜日　午後
和泉さん　３８－２７７３

活き生きクラブ 免疫ヨーガこすど
操体法とロコモ予防と

ボケ防止

中高年の健康と

生きがいづくり

ヨーガで

健康アップを

図ります
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楽　陶　会

囲碁将棋愛好会 パソコンサークルＡＢＣ 小須戸俳句同好会 小須戸川柳会

小須戸民謡愛好会 成　美　会 小須戸クラッシックギタークラブ 小須戸大正琴愛好会

サークルひまわり シャルウィダンスこすど コールあじさいレクあじさい

第２・４日曜日　午前
巌さん　３８－３４５３

毎週火・土曜日　午後
川瀬さん　３８－２２００

第１・３水曜日　午前
高崎さん　２２－７２１３

第１木曜日　午後
馬場さん　３８－４２３５

第２水曜日　夜間
会田さん　３８－４８２０

第２・４土曜日　午後
永川さん ０２５－３７２－１２０３

第２火曜日・第４金曜日 夜間
川田さん　２４－４８３９

毎週土曜日　夜間
佐藤さん　３８－３０２３

毎週月曜日　午前
武沢さん ０８０－５０７８－１５９９

毎週火曜日 午前、第３月曜日 午後
加藤さん　３８－２３６０

第２・４月曜日　午前
平田さん　３８－２６２５

第１～３土曜日　夜間
長井さん　３８－２７２１

第1・3木曜日 午後、第2・4金曜日 午後
畑中さん　３８－３３８６

第２火曜日　午後
小林さん　３８－３７９０

第１・４金曜日 夜間、第２日曜日 午前
杉本さん　３８－４７６０

手具３Ｂ
(ベル・ベルダー・ボール )

を使って音楽に合わせ
踊ったり体操をします

練習は鎌倉地域研修センターです

楽しく

すごしませんか？

初心者ＯＫ

民謡の練習を

通じて交流します

津軽三味線と

唄の会です

楽しみながら

ゆっくり

学習します

四季折々の

花鳥風月などを

肌で感じながら

五七五にしてみませんか？

年１回は

コンサートを開こうと

思っています

一緒に練習しませんか！

コーラスは楽しい！

ステキにハモったときは

身も心も最高です！

一緒にハモりませんか？

社交ダンスの

サークルです

一緒に踊りませんか !

誰でも気軽に楽しめる

楽器です

いつでも遠慮なく

のぞいてください

楽しい曲にのって

身体も心も軽く動けば

リフレッシュまちがいない！

輝くあなたを応援します！

川柳三要素・・・

うがちをベースに

軽みという技術が

加わりおかしみを生む

陶芸を楽しむ会です

初心者大歓迎！

陶芸場で

活動しています

ロビー展へお出でください！
６月

８月

10月

12月

 2 月

折り紙･水彩画

写真

水墨画

俳句･川柳

陶芸

　今年度も小須戸まちづくりセンター１階フリースペースで

小須戸文化協会の「ロビー展」を開催します。今年度は右の

予定表のとおり、6月から 2月までの偶数月に開催します。

　なお、奇数月は小須戸まちづくりセンターが、色々なイベ

ントや展示に活用していく予定となっています。

皆さん皆さん、一緒に楽しみましょ一緒に楽しみましょう！皆さん皆さん、一緒に楽しみましょ一緒に楽しみましょう！皆さん皆さん、一緒に楽しみましょ一緒に楽しみましょう！皆さん皆さん、一緒に楽しみましょ一緒に楽しみましょう！

能面打ちを楽しむ会 絵画クラブ

あなたの作品を

自宅に飾ると素敵ですよ！

思い切ってやってみませんか

能面打ちを楽しむ会

毎週火曜日　午後
佐藤さん ０２５－２３１－６２８９

雅楽斐（うたよし）会
日本の伝統音楽

（和楽器）を一緒に

楽しみませんか！

誰でもすぐに弾けますよ！

絵の勉強や写生、

美術館巡りを通じて

楽しく理解を深め、

交流します

不定期
飯野さん ０９０－３４０３－４１７７

民謡よつば会
民謡が好きな方、

興味のある方、

初めての方も

大歓迎です！

第１・３金曜日　午後
安藤さん　３８－４０５７

歌いません科
若くて美しい先生が

おいでくださり
老若男女３０名で歌に合わせて

踊りながら楽しく歌う
一時間半です

戸戸戸戸戸戸戸戸戸 サササ小須戸文化協会サ クル紹介小須戸文化協会サークル紹介小須戸文化協会サークル紹介小須戸文化協会サークル紹介

不定期 (芸能祭等の前に集中して練習します )
中野さん ０８０－５９５８－６９９２

小須戸音頭、

小須戸甚句の

保存と普及をめざします

小須戸文化協会では、加盟団

体への会員を募集しています。

団体の活動場所は主に小須戸

まちづくりセンターです。

　問合せ　 事務局　白井

　　　　　(TEL  38-5318)



  

４
月
か
ら
小
須
戸
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
、「
い

や
あ
ー 

お
め
さ
ん
だ
ね
ー
」「
久

し
ぶ
り
ら
ね
ー
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
で
、
嬉
し
い
や
ら
恥
ず
か
し

い
や
ら
で
「
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の
気
持

ち
が
高
ぶ
り
ま
す
。

　

以
前
、
小
須
戸
地
区
公
民
館

で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
も
変
わ
ら
ず
活
動
を
続
け
て

い
る
方
々
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

声
を
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
は

有
難
い
こ
と
で
す
。

　

今
は
館
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
時
の
公
民
館
の
時
と
比
べ
て

元
気
の
良
さ
は
、皆
さ
ん
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん

の
気
持
ち
の
有
難
さ
を
感
じ
ま

し
た
し
、
こ
の
絆
は
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
改
め
て
強
く
感

じ
ま
し
た
。
地
元
っ
て
や
っ
ぱ

り
い
い
で
す
ね
！

「
地
元
っ
て
や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
」

藤田 尚義さん

（小須戸まちづくりセンター長）

  

３
月
５
日
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
小
須
戸
小
学
校
６

年
生
の
総
合
学
習
が
行
わ
れ
、「
私

た
ち
が
考
え
る
小
須
戸
の
10
年
後

の
未
来
」
と
題
し
た
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
が
あ
り
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
地
域
の
茶
の
間

の
利
用
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
大
勢
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
活
気
、
空
き
地
空
き
家
活

用
、
笑
顔
）
チ
ー
ム
か
ら
、
活
気
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
町

屋
や
ボ
ケ
を
前
面
に
売
り
出
す
ア

イ
デ
ィ
ア
や
、
空
き
家
を
改
築
し

た
「
小
須
戸
の
ボ
ケ
名
物
歴
史
館
」

を
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
館
を

訪
れ
る
人
と
地
域
の
人
が
仲
良
く

な
り
、
関
わ
り
が
持
て
る
よ
う
な

も
の
に
す
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

  

さ
ら
に
、
地
域
の
お
年
寄
り
を

笑
顔
に
す
る
た
め
に
、学
校（
子
ど

も
た
ち
）
か
ら
の
回
覧
板
の
発
行

や
、一
緒
に
花
植
え
を
し
て
交
流
を

深
め
心
に
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
会

場
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
が
あ
り

ま
し
た
。参
加
者
か
ら「
ぜ
ひ
回
覧

板
を
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
が
さ
っ
そ
く
出
さ
れ
、
小
須

戸
コ
ミ
協
や
移
住
モ
デ
ル
地
区
推

進
委
員
会
の

役
員
か
ら
は  

 

「
素
晴
ら
し

い
提
案
ば
か

り
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り

に
活
か
し
て

い
き
た
い
」

な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

  

最
後
に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
子
ど

も
た
ち
か
ら
合
唱
「
旅
立
ち
の
日

に
」
の
披
露
が
あ
り
、
爽
や
か
で

き
れ
い
な
歌
声
に
会
場
の
皆
さ
ん

は
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
小
須
戸

の
未
来
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

つ
な
ぐ 

つ
な
げ
る

      

小
須
戸
の
未
来

　

〜
小
須
戸
小
〜
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文　

芸　

欄

盗
ま
れ
し
か
に
雪
消
え
ぬ
夜
の
雨
に　
　
　

中

野

太

浪

さ
み
ど
り
の
衣
重
ね
て
蕗
の
薹　
　
　
　
　

本

多

玲

子

一
期
一
会
は
好
き
な
言
の
葉
鳥
帰
る　
　
　

佐
久
間
久
子

あ
り
し
日
の
妻
と
摘
み
草
蕗
の
薹　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む　
　
　
　
　

擂
粉
木
と
母
の
背
中
と
蕗
の
薹　
　
　
　
　

吉

田

松

子　
　

菜
の
花
や
ぱ
っ
と
明
る
い
散
歩
道　
　
　
　

丸

山

紀

子

雪
嶺
を
背
負
ふ
て
里
の
山
笑
ふ　
　
　
　
　

馬

場

綾

子

金
縷
梅
の
小
枝
手
折
り
て
山
下
る　
　
　
　

吉

澤

文

子　
　

桜
咲
く
老
い
て
ゆ
く
身
の
夢
一
と
夜　
　
　

上
田
ス
ミ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

諍
ひ
も
う
つ
ら
う
つ
ら
の
春
炬
燵　
　
　
　

風

間

幸

子

酔
ひ
さ
ま
し
帰
る
を
見
送
る
春
の
星　
　
　

間

野

え

り

　
　
　
　
　

親
戚
が
寄
っ
て
う
れ
し
い
彼
岸
の
日　
　
　

増

井

都

留

厨
か
ら
鼻
歌
も
れ
る
年
金
日　
　
　
　
　
　

会

田　

修

あ
り
が
と
う
受
け
た
心
が
温
っ
た
ま
る　
　

保

科

志

枝

不
器
用
な
四
十
男
に
嫁
が
く
る　
　
　
　
　

能
登
と
し
お

飛
ば
さ
れ
た
位
置
で
雑
草
根
を
下
す　
　
　

信　
　
　

子

新
学
期
窓
を
開
け
た
ら
雪
景
色　
　
　
　
　
　
　

将

窓
外
で
桜
こ
ぶ
し
が
真
っ
盛
り　
　
　
　
　

奉　

和　

崇

連
休
で
福
沢
諭
吉
旅
に
出
る　
　
　
　
　
　

風
間
源
一
郎

い
つ
頃
か
ら
吾
娘
を
「
母
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る　
　

　

自
分
に
気
づ
く
卆
寿
と
な
り
て　
　

  　

高

橋

キ

ヨ

蕗
の
茎
や
わ
ら
か
に
伸
び
佃
煮
に

　

孫
息
子
酒
ア
テ
美
味
と
言
ふ　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

花
だ
よ
り
聞
き
て
集
い
し
少
女
ら
は

　

は
じ
け
る
会
話
笑
顔
咲
か
せ　
　
　
　
　

吉
田
ま
つ
え

山
桜
数
え
て
下
る
里
山
に

　

初
鳴
き
ら
し
い
鶯
の
声　
　
　
　
　
　
　

こ　

み　

け

〈うれしい〉〈自由吟〉

川  柳短　歌 俳　　　　　句

こ
ろ
も

ふ
き

い
ち

ご

い
ち

こ
と

く
さ
ふ
き

と
う

ふ
き

と
う

え

は

と
う

よ

い
さ
か

く
り
や

は
る

ご

た
つ

ま
ん

そ
う

つ
ど

か
い

が
お

わ

え

う
ぐ
い
す

お
と
め

が
い

ま

ゆ
め

ひ

よ

さ

く

た

お

す
り

せ
つ
れ
い

さ
と

こ

ぎ
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文　

芸　

欄

　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
５
月
25
日（
金
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公
民
館
へ
。







俳
句
・
川
柳
・
短
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                         　　 今年度最初の地域の茶の間「いこてば、

　　　　　　　　　　　　　  こいてば、ふれあい会館」は、PPK48のみな

                            さんを招いて、桜が満開の大沢公園で楽し

                            い時間を過ごしました。

　清々しい空気を吸いながら、音楽に合わせて踊った PPK 体操で気持ちも

体もリフレッシュ！

　笑顔の多いお花見会を開催する事が出来ました。

  ただいま、小須戸地区ふれあい会館の空調工事を実施しています。

　工事期間中は、一部施設の利用を制限させていただくため、皆様にはご

不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力を頂けますようよろしくお願い

いたします。

工 事 期 間　　平成 30 年 4 月 1 日～ 6月 30 日

利用可能施設　　多目的ホールのみ
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桜を眺めながら、
　みんなでPPK体操！

小須戸地区ふれあい会館より工事のお知らせ

小須戸地区クリーン作戦無事完了！
　４月15日（日）肌寒い荒天の中、信濃川親水公園で中学生と地域の皆様方

と一緒に、小須戸コミ協のボランティア清掃活動が行われました。

　朝７時から始まったクリーン作戦には、中学生144名、先生10名、地域住

民や企業・団体など41名、合計195名もの方々から参加いただきました。集

められたゴミは平年より少なかったのですが、それでもトラック１台分（可

燃ゴミ105㎏、不燃ゴミ45㎏）ほどになりました。全体的なゴミの量は、年々

少なくなっているように見受けられます。

　荒天ではありましたが、やはり中学生は元気も良く、積極的に活動をし

ていただきました。これからもクリーン作戦を通して、親水公園を大切に

安全に利用できる公園としていきたいと思います。

  秋葉区新津の歴史や発展にとても
関わりの深い「桂家」とは、いったい
どのような家なのか？スライドや講
師の話を聴き、最終日には街歩きを
して「桂家」の実像に迫ります。
日　時　６月21日（木）
　　　　「桂家がやってきた」
　　　　６月28日（木）
　　　　「桂家がやけた」
　　　　７月５日（木）
　　　　「桂家を探して歩く」
時間はいずれも午前10時～12時
会　場　新津地域交流センター
　※詳しい内容は新津地区公民館に
　　お問合せください。
定　員　成人の方で20名（先着）
　　　　※参加費無料
申込受付　６月６日（水）午前９時～
　　　　６月15日（金）午後５時まで
お申込・お問合せ　新津地区公民館
　　　　　　（☎0250-22-9666）

「秋葉区の学び」参加者募集 

・
・

【桂家】って、どんな家？


